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要　　約

本文将日本跨文化交障研究三十余年的坊史刺分力四十吋期,在息体把握其研究劫向、特点

及同題的同吋,探付今后研究的探題与可能性。所清四十吋期即引辻期、摸索期、笈展期和新吋

期.我Il7的結栓是,日本的跨文化交阪研究員然有了長足的辻歩,但尚没有真正形成一全完整的

研究体系,共同題有四. -, 「芝使用的枚威著作遠投有出現,迂既意味着跨文化交除研究的綜

合性、夏奈性,也意味着跨文化交駈研究的不成熟性。二,研究方法及研究対象依然偏重干欧

美,包括中国在内的並洲及其他区域的研究是今后的果迫探題.≡,外語教学研究人員是研究

的主力,以英治和商各交流力核心的培言交流研究成力了主流,多学科的全方位研究有待干述一

歩展升。四,研究跨文化交阪私立大学教員居多,而多学科領域的国立大学教員和タト籍教員的桝

扱参入今后将必不可少.
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内にコスモスを持つ者は,世界の辺遠に居ても常に一方的の存在から脱する。内にコ

スモスを持たない者は,どんな文化の中心に居ても常に一方的の存在として存在する。

-高村光太郎

1.はじめに

本稿は, 30年ほどの歴史を持つ日本の異文化コ

ミュニケーション(intercultural communication)研

究を4つの時期に分け,日本における異文化コ

ミュニケーション研究の流れを追いながら,その

特徴と問題点の分析を試み,異文化コミュニケー

ション研究の課題と可能性を検討することを目的

としている1). 4つの時期とは1) 70年代まで

の導入期, 2) 80年代の模索期　3) 90年代の発

展期　4) 21世紀初頭の新展開,である。

2. 70年代までの導入期

多くの研究債域がそうであるように,日本にお

ける異文化コミュニケーションの研究は,欧米と

りわけアメリカからの影響が強く, 1960年代前後

*本稿は, 2006清華大学日本言語文化国際フォーラム
(2006年5月28日於清華大学)における口頭発表をもと

に修正,加筆したものである。なお,本稿の日本語校閲
にあたり,広島大学文学部の慮　氷同学から協力を得た.

記して感謝の意を表したい.
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アメリカで芽生えた研究の紹介や翻訳から始まっ

m

異文化コミュニケーション研究の父とされる

ホールによる一連の著作の翻訳が日本における異

文化コミュニケーション研究の発端とも言える.

1966年にr沈黙のことば』 (Thesilentlanguage)

(南雲堂), 1970年に『かくれた次元J {Thehidden

dimension) (みすず書房), 1979年に『文化を越え

1)教育活動と研究活動が切り離せない関係にあり,本稿

では教育面についても触れることにする。なお, 「異文化

間コミュニケーション」とも言われる異文化コミュニ
ケーションは, 「交差文化コミュニケーション」 (cross-

cultural communication)という概念と併用される場合が
ある.この2つの用語は使い分けられるケースも見られ

るが,混用されがちである。例えば,八代京子他(1998)

r異文化トレーニング:ボーダレス社会を生きる」 (三

修社)の英語タイトルは, Cross-Cultural Trainingとなっ
ているのである。それから, 「異文化」を「異文化コミュ

ニケーション」と理解されることもある.法政大学
で刊行される紀要r異文化」は英語訳がIntercultural

communicationとなっているのである。後述するように,
異文化コミュニケーションは広義のものとして異文化と

解することも可能である.



て』 (B町ondculture) (TBSブリタニカ)が出版さ

れ,異文化コミュニケーション研究の問題意識が

出始めていた。ホールが考案した,ハイコンテキ

ストvs.ローコンテキストなどの概念が今もなお

重要視され,よく議論される基本テーマとなって

いる。

異文化コミュニケーション研究理論そのもので

はないが,ほぼ同じ時期に,フロイスの『日欧文

化比較J (Tratado em que se content muito susintae

abreviadamente algumas contradigoes e diferengas de

custumes antre a gente de Europa e esta provincia de

Japao) (岩波書店, 1965)や,ベネディクトの

『菊と刀一日本文化の型』 (Thechrysanthemum

and the sword : patterns of Japanese culture) (世界

思想社, 1967)も刊行され,異文化コミュニケー

ション研究の基礎となる比較文化論及び異文化研

究の布石が敷かれている.また,サピア,フォー

フの『文化人類学と言語学』 (Cultural anthropology

andlinguistics) (弘文堂, 1970)が出版され,言語

と文化の相関関係という異文化コミュニケーショ

ン研究に欠かせない課題が提起されている。

欧米文献の翻訳作業はずっと続けられ,今日も

継続中である。翻訳された文献から得られた知見

が日本における異文化コミュニケーション研究に

多大な影響を与え,各時期の研究手法にはその痕

跡が見られる(後述)0

1970年代までの導入期には,日本人による研究

はないわけではない。日本人による文化論として,

中根千枝のrタテ社会の人間関係一単一社会の理

論』 (講談社, 1967)や,土居健郎の『「甘え」の

構造j (弘文堂, 1971),そして言語と文化の相関

を探る鈴木孝夫の名著『ことばと文化』 (岩波書

店, 1973)を挙げることができる。これらは必ず

しも異文化コミュニケーション視点からのもので

はないにしても,異文化コミュニケーション研究

に示唆を与えるところが多い.そして,僅かであ

りながらも,異文化コミュニケーションと直接関

連を有すると思われる書物としては, 1968年に出

された辻村明の『日本文化とコミュニケーション』

(日本放送出版協会)や, 1973年に出版された永

井陽之助編『日米コミュニケーション・ギャップ』

(サイマル出版会)などを挙げることができる。

3. 80年代の模索期

1980年代に入ると,国際ビジネスの展開や日本

人の海外観光と留学の急増という「外向き」の異

文化接触が増大することとあいまって,日本-の

外国企業の進出や外国人留学生,外国人労働者,

外国人住民などの流入という「内向き」の異文化

交流も盛んになってきた。特に1983年に公表され

た「留学生10万人受け入れ計画」が,異文化教育

を含めた異文化コミュニケーション研究を加速さ

せた重要なきっかけの1つとなった。

前述したように,日本における異文化コミュニ

ケーションの研究は欧米文献の紹介や翻訳から始

まった。 80年代に入ってからも,関連する文献の

翻訳の刊行が相次いでいた1980年にコンドン

の『異文化間コミュニケーション』 {Cultural

dimensions of communication) (サイマル出版会) ,

1981年にリーチの『文化とコミュニケーション』

(Culture and communication : the logic by which

symbols are connected, an introduction to the use of

structuralist analysis in social anthropology) (紀伊国

屋書店),プロツサーの『異文化とコミュニケー

ション』 (The cultural dialogue : an introduction to

intercultural communication) (東海大学出版会) ,

1983年にホールの『文化としての時間』 (The dance

of life : the other dimension of time) (TBSブリタニ

カ),サモーバー他『異文化間コミュニケーション

入門』 (. Understanding intercultural communication)

(聖文社), 1985年にシスタラの『異文化間コ

ミュニケーションJ (Foundations ofintercultural

communication) (東京創元社)等が出版された.

これらの翻訳作業に携わった人が後にほとんど異

文化コミュニケーションの教育者・研究者として

活動することからも分かるように,欧米文献の翻

訳は日本における異文化コミュニケーション研究

の確立に大いに貢献した。

この時期において,欧米文献の翻訳を通して異

文化コミュニケーション研究の基本的な概念や理

論的枠組が確定しつつ,日本なりの研究の模索が

始まった。その象徴的な出来事として挙げられる

のは,相次いで創立された異文化コミュニケー

ション関連の学会である。

日本で最初にできた異文化コミュニケーション

関係の学会は, 1981年に設立された「異文化間教

育学会(Intercultばal Education Society of Japan) 」
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である。その目的は, 「異質な文化間に生ずる教育

上の諸問題の学際的研究を促進し,実践的分野に

貢献することを目的とする。」 (当該学会会則より)

に示すように,異文化教育問題の分析と解決を目

指すものであり,理論よりも実践を重視してい

る。とはいえ, 「異文化間の接触によって生じる

問題の研究は,必ずしも新しいことではありませ

んが,近年,各分野での国際化が進むにつれて,

それに伴って生じるさまざまな問題を, 『異文化接

触j r文化摩擦j F異文化間研究』といった概念と

方法の下に,学問的に取り上げようとする傾向が

みられます。教育に関する分野でも,従来これを

比較教育学や比較教育史研究として,また心理

学,社会学,文化人類学,言語学,国際関係論,

文学などでは,クロス・カルチュラルな研究とし

て行われてきました。本学会は,これらの分野や

その他の,特に海外・帰国子女教育や国際教育を

はじめとするさまざまな教育分野における,この

問題の研究に関心を寄せる人びとの学際的な研究

ネットワークとして,関連する諸問題の学問的研

究を促進するとともに,実践分野に貢献すること

を意図して設立されました。」というその「設立趣

旨」からも分かるように,異文化コミュニケーショ

ン研究の学際性,多面性を強く意識し,日本にお

ける異文化コミュニケーションの研究教育活動を

積極的に展開しようとしたのである2)0

それから, 「日本コミュニケーション学会

(Communication Association oりapan) 」である。

この学会は, 1971年に「日本太平洋コミュニケー

ション学会」として創立され, 1985年に「日本コ

ミュニケーション学会」と名称を変え,再出発し

た研究組織である。主に全国年次大会や支部大会

の開催と学会誌『ヒューマン・コミュニケーショ

ン』, rスピーチ・コミュニケーション教育』の刊

2)その「趣旨」は,さらに「本学会においては,例えば,
海外・帰国子女教育,外国語教育,外国人-の日本語教

育,在日外国人子弟教育,教育・研究の国際交流(教師,

学者,学生の派遣や留学),海外移住者の教育,国際理解
教育,異文化間教育担当者の教育訓練の制度・方法,請

外国における多文化・多言語教育,異文化適応,異文化
間教授-学習過程,二言語教育(バイリンガル教育),ア

イデンティティ,異文化間コミュニケーション等,諸問

題に関する論理的・実践的な研究が進められています。」
と述べ,異文化コミュニケーションと関わりながら,請

学教育を含めた,極めて具体的,実践的な異文化教育活
動に主眼がおかれている。

行を通じて,研究学術活動を行う。この学会は,

1)日本社会におけるコミュニケーションの研究

と教育; 2)諸外国におけるコミュニケーション

の研究と教育; 3)日本語コミュニケーション教

育の研究,実践および普及; 4)外国語コミュニ

ケーション教育の研究,実践および普及; 5)国

際的なコミュニケーション研究教育の推進という

5つの「基本方針」を掲げ,異文化コミュニケー

ション研究が前面に出されていないものの,当該

学会誌に掲載された論文のテーマの割合をみる

と,異文化コミュニケーションと深く関わってい

る外国語や国際コミュニケーション,比較文化論

などに関するものが多く,異文化コミュニケー

ション研究関連の学会として注目すべきである。

もう1つ言及すべき研究組織としては, 「異文化

コミュニケーション研究会(SIETARJAPAN)」が

ある。 "SIETAR　とは, "The Society for Intercultural

Education, Training, and Research　の略称である。

シーター・グローバルネットワークの中にある

SIETARJAPAN (シーター・ジャパン)は, 1985

年に日本語名を「異文化コミュニケーション研究

会」としてスタートした組織である(2000年に新

たに「異文化コミュニケーション学会」と名称を

変更し, 400名を超えた会員を擁するという)。そ

の目的は, 「国際間および異文化間における円滑

なコミュニケーションと協力関係をはぐくむため

に,日本における異文化の教育,訓練,研究を促

進することです」として,前述した「異文化間教

育学会」と同様,実践的性格が強いが,年次大会,

月例研究会,ワークショップ,異文化教育実践研

修会を開き,不定期に紀要『異文化コミュニケー

ション(Journal of Intercultural Communication) 』を

刊行するなど,充実した活動が展開されている。

その他, 1989年から, 「日本コミュニケーション

研究者会議」が活動を始め,刊行される「日本コ

ミュニケーション研究者会議Proceedings」から

も,日本における異文化コミュニケーション研究

の動向の一端を把握することができる。

以上のような学会組織の結成に並んで,良も注

目すべきは,神田外語大学付属「異文化コミュニ

ケーション研究所(Intercultural Communication

Institute) (以下「異文研」と略す)の設立である。

「異文研」は, 1983年に設立され, 「言語や宗教か

ら経済,政治,教育に至るまでの異文化間のコ
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ミュニケ-ションにかかわる諸問題を学際的に捉

え,当分野に関するあらゆる研究・教育・啓蒙活

動に従事することを目的としています。」という

当該研究所の「設立趣旨」に述べているように,

より学際的,多面的に異文化コミュニケーション

を捉え,実践的にも理論的にも問題解決を目指し

て,セミナー,研究会,公開講座,シンポジウム,

フォーラム,ワークショップ,報告会などを通じ

て,多様な研究活動を展開する。また,多種多様

な研究テーマの共同研究プロジェクトを組織する

一方, 40回以上もの多分野の専門家によるキャン

パス・レクチャー(講演会)を開催した。そして,

1988年から研究所紀要『異文化コミュニケーショ

ン研究』を刊行し続けてきた.そこに掲載された

論文などから,日本における異文化コミュニケー

ション研究の流れの一部を把握することができ

る。後述するように,ある意味では, 「異文研」は

日本における異文化コミュニケーション研究を

リードするような役割を果たしており,その存在

の意義が大きい。

教育の面においては, 1982年に国際基督教大学

(ICU)に「コミュニケーション専攻」が設けら

れたのを最初に,青山学院大学,南山大学,日本

大学,西南学院大学,大妻女子大学,常磐大学,

東京女子大学,大阪国際女子大学,愛知淑徳大学,

及び数校の短期大学などにコミュニケーションや

異文化コミュニケーション関連の専攻,授業科目

が開設され,私立大学が主力校として,コミュニ

ケーション教育,異文化コミュニケーション教育

をリードしてきた(古田他1990, 1991,長谷川

1993,古田1998)。ただし,実際,大学におけるコ

ミュニケーションに関連する授業の担当者のう

ち,日本の大学で修士号,博士号を取得した教員

数は30%に対して,米国で学位を取得した教員数

は35%に達している。そして,外国語学・文学専

攻者と言語学専攻者が異文化コミュニケーション

教育に従事する大学教員の4割をも占めており,

教育も研究も,方法論的にアメリカ志向であり,

研究内容も言語コミュニケーションが中心という

傾向が強かった(古田他1990, 1991,長谷川1993).

この言語コミュニケーション中心という状況は,

21世紀初頭の中国に似ているが,アメリカとは対

照的である(胡2005)。 「(日本の大学の)コミュニ

ケーション科目は,社会科学としてよりむしろ語

学に近接した科目として位置づけられる」(長谷川

1993)といわれる所以である。

ところで,研究教育の組織,機関が設立される

なかで,異文化コミュニケーション研究に関する

論文や書物が相次いで公刊された。長谷川(1993)

の調査によると, 1990年代初頭までの15年間,日

本コミュニケーション学会誌『ヒューマン・コ

ミュニケーション研究」と　rスピーチ・コミュニ

ケーション教育」に掲載された学術論文の3割

は,異文化コミュニケーションや比較文化,文化

研究に関するものであり,異文化コミュニケー

ションはコミュニケーション研究の中心的な位置

を占めることが言える。また異文化コミュニケー

ションに関する書物も増えてきた。直塚玲子の

『欧米人が沈黙する時一異文化間コミュニケー

ションJ (大修館書店, 1980),岡部郎-のr異文

化を読む一日米間のコミュニケーション』 (南雲

堂, 1988),西田ひろ子のF日米コミュニケーショ

ン・ギャップ』 (大修館書店, 1989)などがよく参

考・引用文献にリストアップされる文献である。

しかし,それらのタイトルに見られるように,い

ずれも欧米,とりわけアメリカを対象に異文化コ

ミュニケーションの問題を考察したものであり,

アメリカに偏向しているといわざるを得ない。

その中で,異文研の初代所長だった古田暁氏の

監修で出版された『異文化コミュニケーション:

新・国際人-の条件』 (有斐閣, 1987)は,異文化

コミュニケーションに関する日本の最初の概説書

として認められ,模索期にあった日本の異文化コ

ミュニケーション研究の大きな成果の1つとして

迎えられる.また, 1990年に古田他r異文化コ

ミュニケーション・キーワード』 (有斐閣)が出版

された。これは, 80年代における異文化コミュニ

ケーション研究模索のまとめと研究の結晶の一部

と言えるような刊行物である。 「異文化について

考える」, 「コミュニケーションについて考える」,

「異文化接触とコミュニケーション」, 「異文化コ

ミュニケーションの実践的課題と教育」という4

部構成をなしており,異文化コミュニケーション

研究の基本的な枠組を定めている。それ以降の研

究もこの枠組に沿ったものが多かった3)0

一方, 80年代の模索期において,異文化コミュ

ニケーションの具体的な問題としては,組織や企

莱,国際ビジネスに関する日米ビジネスコミュニ
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ケ-ションがよく取り上げられた。金山宣夫の

『日本の組織・アメリカの組織』 (pIp研究所,

1984),林吾郎のr異文化インターフェイス管理』

(有斐閣, 1985),金山宣夫の『摩擦大国ニッポン

の交渉術J (日本実業出版社, 1986),成毛信男・

西山和夫のr日米ビジネス・コミュニケーショ

ン:異文化間コミュニケーション・ハンドブッ

クJ (三修社, 1986)などがそうである.これらも

「アメリカ一辺倒」という嫌いがあり,当時の日

本社会全体の背景の下では,或いは異文化コミュ

ニケーション研究の模索期にあっては,やむを得

ないことだったかもしれない4)。

このように, 1980年代において,欧米文献の翻

訳出版を通じて,異文化コミュニケーション研究

の学術的概念を固定させながら,いくつかの学会

組織が結成されたり, 「異文化コミュニケーショ

ン研究所」が設立されたり,大学において異文化

コミュニケーション関連の授業が開講されたりし

た。それと同時に,日本人研究者による異文化コ

ミュニケーション関連の書物や学術論文が公刊さ

れ,分析を展開しながら研究を模索しては,研究

体制が整えられていった。

4. 90年代の発展期

古田他(1990, 1991)によると, 80年代末頃,

必要と考えられるコミュニケーション科目とし

て,最も多く挙げられたのは, 「異文化コミュニ

ケーション論」であるという。あたかも時代と社

会のニーズに応えるかのように,日本における

1990年代の異文化コミュニケーション研究は,模

索期から発展期に入っていった。

実際,日本語において, 「異文化」が定着し,請

桑化の結果として辞書に採録されたのは, 90年代

に入ってからのことである。 『大辞林』 (三省堂)

の初版(1988年)と　r広辞苑』の第四版(1991年)

には「異文化」が見当たらず,それぞれの第二版

(1995年)と第五版(1998年)に採録されている。

『大辞林』第二版には「異文化ストレス」という

複合語も掲げている。一方, 「異文化コミュニケー

ション」という用語は,今もなお国語辞典に掲載

されていないが, 90年代に入ると, 「異文化」と共

に,新聞記事では1980年代に比べ多用されていた

(表1を参照　5)国際化,グローバル化が更に

進んだ社会的環境の下では,異文化コミュニケー

ション-の関心や,異文化コミュニケーション研

究-の認知が一段と高まったことを裏付ける。

この時期においても,欧米文献が多数翻訳され

ている1992年にフェラーロの『異文化マネジメ

表1新聞記事に出た「異文化コミュニケ-シヨン」と「異文化」の使用調査

異文化 コ ミ 89年末 99年末 05年末 異文化 89年末 9 9年 末 05年末

日経 新 聞 12 16 13 日経新 聞 338 7 29 707

朝 日新聞 9 40 9 4 朝 日新 聞 368 2,0 94 1, 938

産経 新聞
- 10 14 産 経新 聞

- 8 10 3 76

(r日経』と　r産経』は「日経テレコン21」, r朝日新聞Jは「聞蔵」に基づき検索した。)

3)このキーワード集は,関連する論文や著書の参考文献

にはほとんど挙げられ,大学などの教科書としても多く

採用されている(異文化間教育学会(2004) 「異文化間教
育に関する授業についてのアンケート」中間報告によ
る)。

4) r日本人の異文化コミュニケーションj (北樹出版, 1990

午)の縮集代表者である鍋倉健悦氏が, 「我々7名は,い

ずれもアメリカで人文・社会科学の教育を受けた.この
ため,本書のタイトルはr日本人の異文化コミュニケー

ション」であるが,その対象となる異文化は,欧米,と

りわけアメリカが中心となっている」 (p.4)と認めてい
るように, 80年代までの異文化コミュニケーションと称

する書物の編著者もほとんどアメリカで研究の訓練を受
けてきた教育研究者であり,教科書や概説書も,調査報

告書や学術論文も,アメリカ流の方法論が主流であった.

5) 「異文化コミュニケーションという言葉を,最近よく

耳にする」 (「日本経済新聞』 1987/05/25朝刊「春秋」)と

いうように,異文化コミュニケーションという概念の固

定化は間違いなく80年代後半以降のことである.
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ント-国際ビジネスと文化人類学」 (Thecultural

dimension of international business) (同文館)や,

アドラーのr異文化組織のマネジメントj

(international dim ens ions of organizational behavior)

(マグロウヒル), 1994年にロバート,モランの

『国際ビジネス交渉術』 {Dynamics of successful

international business negotiations) (勤草書房) ,

1995年にホフステ-デの『多文化世界一違いを学

び共存-の道を探る』 {Cultures and o曙anizations :

softwareofthemind) (有斐閣)などが出され,国

際ビジネス関連のものが最も多く,異文化コミュ

ニケーション研究は,国際ビジネスに牽引される

ともいえる。

国際ビジネス-の関心が強まる中で, 90年代半

ばから,中国やアジアに目を向ける気運も高まり,

異文化ビジネスコミュニケーション研究の一環と

して関心が集まっている。 1997に出版され,専門

書として注目された片岡・三島『アジア日系企業

における異文化コミュニケーション』 (文直堂)の

ほかに,異文研の紀要『異文化コミュニケーショ

ン研究』には,中国や日中コミュニケーションに

関する論考が増え始めてきた。 r異文化コミュニ

ケーション研究』第8号(1995年)から第11号

(1998年)には, 「『報』と『誠jのコミュニケー

ションー中国と日本の間における不信感の分析

-」 (農光), 「日中異文化コミュニケーション摩擦

の実証的研究一中国における日系企業を中心とし

て-」 (間立), 「r面子」の多面性に関する一考察

一在日台湾人男性のケース・スダディを通して-」

(末田清子,察/ト瑛) , Chinese in Japan: Encounters

wi血　a Different Group Consciousness (Yoko

Nadamitsu.ed.)が掲載されている。しかし, 21世

紀に入ってから,その紀要に掲載された論文の題

目を見ると,言語や言語教育関係のものがまた増

えてきた。後で述べるように,これは21世紀初頭

に新たに現れてくる「言語中心志向」の1つの表

れである。

この発展期において,日本人による概説書のよ

うなものとしては,高橋順一他編r異文化-のス

トラテジー』 (川島書店, 1991),本名信行他編著

r異文化理解とコミュニケーション1ことばと

文化』, 『異文化理解とコミュニケーション2　人

間と組織」 (三修社, 1994),古田暁監修r異文化

コミュニケーション:新・国際人-の条件[改訂

版]』 (有斐閣, 1996),鍋倉健悦r異文化間コミュ

ニケーション入門j (丸善, 1997)などがある。本

名他編著(1994)は英米人研究者も寄稿し,参考

文献に英文のものも多く,日本の異文化コミュニ

ケーション研究は,英米とりわけアメリカからの

影響が根強く, 90年代前半までは,依然として英

米の枠組による研究が主流であると言えよう。そ

して,その半分以上の分量は,直接的,間接的に

ことばに関する考究であり,異文化コミュニケー

ション研究は,相変わらず「言語中心」の傾向に

あるといえる6).

90年代の異文化コミュニケーション研究の発展

を語るには, 1997年に出版されたr異文化コミュ

ニケーション・ハンドブック』は欠かせない。総

勢26名の研究者の共同作業であるが, 「基礎知識か

ら応用・実践まで」という副題が示すように,輿

文化コミュニケーション研究に関する基本的な考

え方,指針を示したものといえる. 「第I部入門編

異文化コミュニケーションとは何か」, 「第Ⅱ部基

礎編異文化コミュニケーションをどう学ぶか」,

「第Ⅲ部応用編異文化コミュニケーションをどう

実践するか」, 「第Ⅳ部重要キーワードの解説」に

加え, 「第Ⅴ部異文化コミュニケーション関連図

書」を掲げている.この「異文化コミュニケーショ

ン関連図書」の「関連」に注目したい。何を異文

化コミュニケーションの関連分野として認めるか

を知るわけである。それを見ると, 「概論,概説」

と「事典類」を除けば, 「コミュニケーション」,

「マス・コミュニケーション」, 「理論,研究法」,

「文化」, 「言語,記号」, 「非言語,時間,空間」,

「社会,政治」, 「心理,社会心理」, 「日本文化と

コミュニケーション」, 「宗教,思想」, 「異文化関

係史」, 「比較文化」, 「異文化接触」, 「国際交流,

国際協力」, 「共文化コミュニケーション」, 「国際

ビジネス」, 「文化摩擦,国際紛争」, 「異文化理解

教育」, 「言語教育とコミュニケーション」, 「世界

6) 2005年にその改正版が出されたが,その言語中心とい

う枠組は基本的には変わっていない.一方,異文化コ
ミュニケーション研究は言語中心と言いながらも,言語

研究の世界では,それに対する関心が薄い. 1800頁を数

えるr言語学大辞典第6巻術語巻J (三省堂, 1996年)
には, 「コミュニケーション」を「伝達」として採録し,

「異文化」や「異文化コミュニケーション」の項目は皆

無というのがその一例である。言語研究と異文化コミュ
ニケーションの接点が欠けたままである。
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規模の諸問題」となっている。この「関連図書」

の分類は,異文化コミュニケーションと関連を有

する研究領域の一覧といってもよかろう。後述す

るように, 2001年に異文研で編纂された「蔵書目

録」はこの「関連図書」の拡大版であった。

教育の面においては,高等教育の改革の中に

あって,異文化コミュニケーション教育と研究が

推進され,発展していった。 「環(境)国(際)人

(間)情(戟)」などのいわゆる新構想学部,学科

の新設に伴い, 「国際文化」, 「人間文化」, 「地域文

化」, 「言語文化」と「文化」の名を冠した学部,

学科,専攻プログラム,コースなども雨後の筒の

ごとく開設され,異文化コミュニケーション関連

の授業が大いに展開し, 「英語一辺倒」, 「アメリカ

一辺倒」が打破され,教育研究も多様化しつつあ

る7)。学部の改革と並行して,大学院教育も多様

化し,異文化コミュニケーション関連のものも出

始めた1991年に名古屋大学に「国際開発研究

科」, 1992年に神戸大学に「国際協力学研究科」,

1993年に広島大学に「国際協力研究科」がそれぞ

れ新設され,国立大学の大学院レベルにおける異

文化コミュニケーションの教育と研究の展開が大

いに期待されるようになった1993年に名古屋大

学国際開発研究科には, 「国際コミュニケーション

専攻」が増設され, 1998年に愛知淑徳大学「大学

院コミュニケーション研究科」に初めて「異文化

コミュニケーション専攻」が設けられた(後に

「言語コミュニケーション専攻」に改称した).

90年代における異文化コミュニケーション研究

の発展に鑑みて,古田氏が異文化コミュニケー

ション研究は, 「コミュニケーション研究の一分野

というよりも,基本的にコミュニケーションと文

化の関係の研究であり,ひいては各コミュニケー

ション研究分野の文化との関わりの基盤研究,あ

るいはコミュニケーション学概論たり得る」と力

説し,異文化コミュニケーション研究のアカデ

ミック的市民権を主張している(古田1998).しか

し, 「コミュニケーション論を専門にした異文化

7)文部科学省r学校基本調査」によると,大学の学部名

は, 65年度には59だったのに対して, 90年度に99, 2000

年度に238, 2005年度に365と急速に多様化してきた. 「異

文化コミュニケーション学部」は存在しないものの,そ

れと関連する授業科目が確実に増えていったと推測がつ

く.

間コミュニケーションの研究者は, (中略)日本の

学問や学会の中では周辺的な存在である」という

現状認識(上原1996)の如く,異文化コミュニ

ケーション研究-の認知度がまだ低い状態にあ

る。そして,後述するように, 10年ほど前指摘し

たその状況は今日においてもほとんど変わってい

ないのである.

5. 21世紀初頭の新展開

21世紀に入り, 「生きる力」の育成が提唱され,

日本の教育現場においては,実力,実際の運用能

力を意味する「力」の育成に重きを置こうとして

おり, 「～力」という造語も氾濫している8)。異文

化コミュニケーションに関しても,「異文化コミュ

ニケーションカ」, 「国際コミュニケーション能

力」, 「異文化理解能力」, 「異文化ストラテジー」,

「異文化リテラシー」, 「異文化力」というように,

理論的研究が更に進もうとする中で,実践を重ん

ずる傾向が強まった。また,国際経営やマネジメ

ントなどの企業,組織に関わる研究の一部も広く

異文化の研究対象として認められるにつれ,異文

化コミュニケーション研究に新しい息吹が吹き込

まれ,新展開が期待される。 「異文化マネジメン

ト」, 「異文化交渉術」, 「異文化交渉学」などの新

しい授業科目が開設されたり,関係する論文が公

刊されたりしている.

異文化コミュニケーション研究はアメリカにお

いて1970年代に定着し, 1980年代にその理論化が

試みられたと言えるのならば(上原1996),以上で

述べたように,日本は恰もそれに追従した形で,

10年ないし20年ほど遅れながらも研究を展開して

いた。これは日本の異文化コミュニケーション研

究がアメリカ志向という結論の1つの根拠でもあ

るが,日本人による理論化も21世紀に入ってよう

やく行われるようになったことを意味するのであ

る。それは,少なくとも2001年に公開された異文

研編纂のr蔵書目録』と石井敏他編『異文化コ

8)例えば,コミュニケーションに関する斉藤孝による一
連の書物には, 「～力」と冠するものが, r自分を「売る」

力」, r恋愛力」, r最強の国語力j, r最強の算数力j, r「頭
がいい」とは文脈力j, r眼力j, r質問力」, rコミュニケー

ションカj, 『読書力J, rコメントカ』, r原稿用紙10枚を
書く力J, r教え力J, r日本語力と英語力), r段取り力l

のように10数冊を数える. 「眼力」以外の漢字熟語はもち
ろんr広辞苑』などの国語辞典には載っていない.
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ミュニケ-ションの理論:新しいパラダイムを求

めて』 (有斐閣, 2001)の2つに表れる。

「異文研」編纂のr蔵書目録』の中には, 「異文

化コミュニケーション」と「コミュニケーション」

という図書分類がある。 「異文化コミュニケー

ション」は, 11の分野と86の項目に分かれ, 「コ

ミュニケーション」は, 6の分野と54項目に分か

れており,極めて網羅的である(表2,表3を参

照)。これは,必ずしもコミュニケーション,異文

化コミュニケーション研究に関する体系的なカテ

ゴリーの立て方ではなかろうが9),日本における

(広義の)異文化コミュニケーション研究の体系

化の一面を覗かせるものであり,いわば異文化コ

ミュニケーションの研究額域の一覧表でもあると

見て取れる。

一方,石井敏他編r異文化コミュニケーション

の理論:新しいパラダイムを求めてj (有斐閣,

2001)は,日本初の理論概説書として注目され,

第32回(2002年度)日本コミュニケーション学会

特別賞を受賞した。この本では,従来の異文化コ

ミュニケーション理論を, 「メッセージ中心の理

論」, 「対人関係中心の理論」, 「集団・組織中心の

理論」, 「異文化接触中心の理論」の四つにまとめ,

異文化コミュニケーションに関連する既存の代表

表2　異文化コミュニケーション関連図書分類表

分 野 細 目

異 文 化

異文化 コミュニケーシ ョン史, 異文化コ ミュニケーシ ョン各論, 異文

化 コミュニケーシ ョン研究, 異文化 コミュニケーション研究法, 異文

化 コミュニケーシ ョン政策, 異文化接触 (対外交渉 . 折衝), 異文化

コミュニケーション論 摩 擦 (衝突 . 対立 . ギャ ップ), 異文 化適応 (再適応 . カル チ ャー

シ ョック), 偏見 . ステ レオタイプ . イメージ, 異文化 コミュニケー

シ ヨン訓練 (能力 . 資質 .適性), その他

国 際 関 係 論

国際関係史, 国際関係各論, 国際関係研究法, 国際政治, 国際経済,

国際コミュニケーシ ョン, 日米 関係, 日本 とアジア, 日本 と西洋諸国,

その他

日本人の異文化接触

海外旅行者, 海外在住 日本人 .移民, 留学生, 海外子女, ビジネスマ

ン, 外交官 . 公務員, 教育 .研究者, スポーツ選手, 日本国内におけ

る異文化接触, その他

在 日 外 国 人 の

異 文 化 接 触

外国人旅行者, 在 日韓国 . 朝鮮人, その他の外国人, 外国人労働者,

外国人留学生, 外国人 ビジネスマン, 外国人経営者, 外国人教育 . 研

究者, 外国人スポーツ指導者 . 選も その他

共 文 化 間

先住者 (アイヌ, イ ンディアン, アボ リジニー など), 帰化者, 帰国

者 (帰国女性, 帰 国子女, 協力隊, 留学生 な ど), 世代間 (老人 と畢

コ ミュニケーシ ョン 者), 異性間 (男性 と女性), 地域間 (関西と関東など), マイノリティー,

その他

国 際 交 流
異文化交流史, 国際 .異文化交流一般, 国際化論議 (日本, 地方, 都

市, 大学など), 教育交流, 国際結婚, その他

国 際 協 力
国際協力 . 開発協力, 経済協九 技術協力, 普及 . イ ノベー ション,

第三世界 . 開発途上国, 人材 (協力隊員, JICA 職員な ど), その他

国 際 ビ ジ ネ ス

国際ビジネス各論, 日本的経営の国際性, 日本企業の海外進 出, 外国

企業の 日本進出, 多国籍企業, 国際 ビジネス . コミュニケーション,

その他

平 和 学
平和研究, 戦争史, 戦争研究.地域紛争研究, 紛争解決, 国連, 人権,

その他

翻 訳 . 通 訳 論 翻訳論, 通訳論, 日英間, その他

比 較 文 化
比較文化論/ 比較文明論, 比較文化研究法, 日米文化比較, 日本 と諸

外国の文化比較, 諸外国間文化比較, その他

9)例えば, 「異文化コミュニケーション倫理」や「ビジネ

スコミュニケーション倫理」といった項目の設定も必要

かも知れない.
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表3　コミュニケーション関連図書分類表

分 野 細 目

コ ミュニケーシ ョン論

コ ミュニ ケー シ ョン史 , コ ミュニケ ー シ ョン思 想 , コ ミュニケ ーシ ヨ

ン論 (学 .各 論) , コ ミュ ニケ ー シ ョン研 究 , コ ミュニケ ー シ ョン研

究 法 , 個 人内 コ ミュニ ケー シ ョン, 対 人 コミュニ ケー シ ョン, コ ミユ

ニケ ー シ ヨン能 力, 対人 関係 / 人 間 関係 , 日本 人 の コ ミュニケー シ ヨ

ン, その他

ス ピ ー チ .

ス ピー チ . コ ミュニ ケー シ ョン論 (法 ), ス ピーチ/ プ レゼ ンテ ーシ ヨ

ン, ディベー ト/ ディス カ ッシ ョン, オー ラル .イ ンター プ リテ 「シ ヨ

コ ミュニ ケー シ ョン ン, パ フォー マ ンス, レ トリック/ 演 説 , 政治 コ ミュニケー シ ョン,

交 渉 , イ ン タ ビュー , その他

非 口 語

コ ミュニ ケー シ ョン

非 言語 コ ミュニケー シ ョン論 .研 究, 周辺 言語 , 身 体的 特徴 , 身体 伝

達 行 動 (含 表情 ), 接触 行 動 , 空 間 .対 人距 離, 時 間, 環 境 要 素,

服 装 . 色彩 .物 品, そ の他

集 団

コ ミュニ ケー シ ョン

グルー プ . ダイ ナ ミックス, 家 族 コ ミュニケー シ ョン, 小 集 団 コ ミユ

ニ ケー シ ヨン, 組織 コ ミュニケー シ ョン, リー ダー シ ップ .意 思決 定,

地 域 コ ミュニケ ー シ ョン, そ の他

メ デ ィ ア .

マ ス . コ ミュニ ケー シ ョン史 , マ ス . コ ミュニ ケー シ ョン論 (学 . 請

含 む 政策), マス .コ ミュニケー シ ョン研究 , マス .コ ミュニ ケーシ ヨ

コ ミュニ ケー シ ョン ン研 究法 , メデ ィ ア論 , 新 聞 (活 字 メ デ ィア) , 放 送 (音 声 . 映像 メ

デ イ ア) , マ ス . コ ミュニケー シ ョン倫 理, ニ ュー メデ ィア, その他

そ の 他
教 育 コ ミュ ニ ケー シ ョン, 医療 , カ ウ ンセ リン グ, テ クニ カ ル . コ

ミユニ ケー シ ヨン, コ ミュニ ケー シ ョン教育 .訓 練 , そ の他

的な理論を周到且つ体系的,批評的に解説した。

そのうえ,日本を含む東洋の文化的伝統に根ざし

た仮説理論の構築と提示を試み,新しいパラダイ

ムを模索して提示した。例えば,コミュニケー

ション研究に際し,東洋・アジア的価値観に基づ

く観点の必要性を訴え,石井が次の8点を提案し

ている. 1)関係主義と相互依存主義の価値観に

基づいている; 2)他者との協調性と関係性の価

値観を重視している; 3)受け手中心の受容と察

し力の育成を目指している; 4)全体を総合的に

把握し,直観的に判断する傾向がある; 5)人間

関係自体を目的として考える傾向がある; 6)人

間対超自然的存在(神,仏,霊魂など),人間対自

然的存在(太陽,山川,動植物など)の関係を重

視する傾向がある; 7)宗教の影響を重視する傾

向がある; 8)過去の歴史と伝統を重視する傾向

がある(p.147),また,遠山が異文化コミュニケー

ション研究における異文化交流史研究の意義を強

調し, 「例えば,日本と中国との関係をみるだけ

で,その関係の中に日本人の行動がみえてくるの

ではなかろうか。あれほど憧れ目標として学んだ

中国文化/文明を,日本人は,日本のエリートは

なぜあれほどいとも簡単に捨てることができたの

か。和魂漢才から和魂洋才-。こんな文化的二重

基準がなぜ可能なのか。そのメカニズムはどう

なっているのか」と具体的な研究テーマを提起し

ている(p.160).そして, 「異文化コミュニケーショ

ン研究を新しい学問分野として確立し広く認知さ

れるうえで不可欠な理論と研究方法に関する研究

は,現段階では期待されるほど進展していない。

(中略)いわば発展途上の学問分野であるといえ

る」と一種の反省の総括を行ったうえで(p.15),

石井が, 「日本における異文化コミュニケーション

研究に関しては, 2種類の弱点が広く認められて

いる。第1の弱点は,コミュニケーション技能の

育成を目指す最近の外国語教育と異文化訓練の一

環として,研究が実利的な技能育成中心になり,

基礎的な理論と方法論の重要研究課題を軽視しが

ちであるということである。第2の弱点は,日本

の研究者が各種の調査に基づくアメリカ型のいわ

ゆる統計的手法による実証的研究方法を唯一至上

と考え,他の研究方法に無関心になるということ

である」と現状分析をしている(p.19)。さらに,

「日本の研究者・教育者は,従来のようにアメリ

カ中心の理論を一方的に受容及び紹介する段階で

満足すべきではない」と反省を促しながら(p.40),

日本における異文化コミュニケーション研究の現

状を踏まえ,石井が「欧米とりわけアメリカ中心
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のコミュニケーション理論研究に新しい学術的貢

献をするには何が必要か」と「教育や訓練の場で

実践的な技能育成に偏向しがちな研究態度をいか

に改善すべきか」という2つの課題を提起してお

り(p.48).日本における異文化コミュニケーショ

ン研究の方向性を示唆している。

21世紀の新展開に関しては,前述した『異文化

コミュニケーション・キーワード』に再度触れな

ければならない　2001年にその「新版」ができ,

基本的な枠組は変わっていないが,初版の100キー

ワードから120キーワードまで増えた。 「サブカル

チャー」, 「非関税障害」, 「難民政策」, 「外国人教

員」の項目を削除する一方, 24もの新しい項目を

増やしている。表4に示すように,新しく採録し

たキーワードは,窓意的なものでは決してなく,

90年代の異文化コミュニケーション研究の進歩と

21世紀の新しい視点を示すものとして見てよかろ

ラ.

ところで,日本最大の書籍検索サイト

amazon.co.jpで「異文化コミュニケーション」を入

力し検索してみると, 1980年から2006年2月まで

117件の図書があった　2000年から今現在までの

書物は43冊, 1990年までは56冊, 1980年までは17

冊で, 1978年までは1冊となっており, 21世紀初

頭以来のものは全体の3分の1強を占めている.

また,国立国会図書館「雑誌記事索引(NDL-

OPAC)」に「異文化コミュニケーション」を入力

して検索したところ, 80年代には8件　90年代に

は63件だったのに対し, 2000年から2005年までの

6年間に限ってみると,200件ほどの文献が収録さ

れている。 21世紀初頭6年間は90年代10年間に比

べほぼ3倍の異文化コミュニケーション研究の分

量があったということができる。そして,そのテー

マは多種多様であり,ミクロのレベルにおいて

は,極めて具体的なテーマを取り上げた研究が進

んでいることが分かる。

概説書,入門書としては,西田司が外国人研究

者と共同執筆した『異文化間コミュニケーション

入門日米間の相互理解のために』 (丸善, 2002)

などがある。異文化コミュニケーション研究の専

門書,理論書の出版もこの時期である。西田ひろ

子の『人間の行動原理に基づいた異文化間コミュ

ニケーション』 (創元社, 2000)や西田司F不確実

性の論理一対人コミュニケーション学の新視点』

(創元社, 2004)などがそれである。西田ひろ子

(2000)は, 「異文化という状況における人間のコ

ミュニケーション行動の理解を目的」とし, 「人間

のコミュニケーション行動を説明する行動原理

(理論)に基づいた研究」 (ii)を試たものとし

て,注目に値する。また,井出祥子・平賀正子柘

『講座社会言語科学第1巻異文化とコミュニ

ケーション』 (ひつじ書房, 2005)が出版され,異

文化コミュニケーションに関する多様なトピック

を言語研究に基づいて実証的に研究した論文集で

はあるが,異文化コミュニケーション学と社会言

語学を関連付ける研究のモデルを示したものであ

る　2005年に,上述した「日本で最初の試み」と

して出版された理論書『異文化コミュニケ-ショ

表4　『異文化コミュニケーション・キーワード[新版]』の新項目一覧表

セ ク シ ョ ン キ ー ワ ー ド

文化 とは 共 文化 , 第 三 の文化

文 化 の差異 多文化 主義 , 文 化 帝国 主義

コ ミュニ ケー シ ョン とは
国際 コ ミュニ ケー シ ョン, コ ミュニ ケー シ ョン倫理 ,

IT 革命

こ とば とコ ミュニ ケー シ ョン 言語 政策 , アポ ロギ ア, ロゴス .パ トス . エ トス

ことば をこ えた コ ミュニケー シ ョン 視線 , 身 体接 触行 動

異文化 と人 間 関係
対人 関係 , 文 化 的アイ デ ンテ ィテ ィ, 異性 間 コ ミユニ

ケー シ ヨン

異文化 と社 会 関係
共生 , グ ローカ リゼー シ ヨン, 民族 紛争 , 国 際協 力,

エ スニ ック . ネ ッ トワー ク

異文化 理 解 とコ ミュニ ケー シ ョン技

舵
バ イ リンガ リズ ム

異文 化 コ ミュニ ケー シ ョン教育 の課

題 と展望
民族 教 育, 環境 コ ミュニ ケー シ ョン教育
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ンの理論:新しいパラダイムを求めて』の執筆者

の中の二人石井敏氏と久米昭元氏が,前著を踏ま

え,異文化コミュニケーション研究に関する日本

初の方法論の専門書r異文化コミュニケーション

研究法:テーマの着想から論文の書き方までJ

(有斐閣)を編集し,出版した。分野が異なる10

名の研究者による共同作業であるが,日本におい

て構築された異文化コミュニケーション研究の一

部を反映させたものとして,関心が集まっている。

全体的な研究の新展開のなかで,特に多文化企

業経営または外国人労働者の問題に関する研究が

盛んなことに注目したい。西田ひろ子のrマレー

シア,フィリピン進出日系企業における異文化間

コミュニケーション摩擦』 (多賀出版, 2002), F日

本企業で働く日系ブラジル人と日本人の間の異文

化間コミュニケーション摩擦』 (創元社, 2003)が

その一部である。佐々木晃彦の『異文化経営学:

異文化コミュニケーションのビジネス』(東海大学

出版会, 2002)は,異文化コミュニケーションと

異文化経営の相関の分析を試み,日本の企業が国

際化,グローバル化を進めてきた具体的なケース

を交えながら,新しい異文化経営のありようを概

説したものとして歓迎されるO

上と関連して特筆しておきたいのは,異文化コ

ミュニケーション研究の一環としての日中コミュ

ニケーションに関する研究の実績である。国立国

会図書館「雑誌記事索引(NDL-OPAC)」で検索

すると, 90年代は,登録された日中コミュニケー

ションの名を冠した論文はゼロだったのに対し,

2000年から2005年までの6年間では, 20件弱あ

り,収録された異文化コミュニケーション関連の

文献の10分の1を占めるという割合である。そし

て,そのテーマも多岐に渡っており, 「日中異文化

コミュニケーション論序説」 (三溝正道), 「日中異

文化コミュニケーションに向けて」 (大崎正瑠),

「異文化コミュニケーションの視点からみた日中

文化」 (楊悦)というマクロ論,総論のようなもの

もあれば, 「中国における日系企業の異文化コミュ

ニケーション」 (周宝玲), 「日中異文化コミュニ

ケーションについての一研究-中国日系企業のア

ンケート調査より」 (大崎正瑠), 「在中日系企業の

成功要因一経営理念の確立と人的資源の活性化こ

そ成功のカギ」 (胡桂蘭), 「中日間の異文化経営と

異文化コミュニケーション」 (周宝玲), 「日本企業

就職に中国人が魅力を感じないのはなぜか?一異

文化コミュニケーションと人事労務管理」 (李年

古), 「大学における留学生の異文化コミュニケー

ションー中国人・韓国人留学生と日本人教職員」

(近藤祐一), 「異文化コミュニケーションにおけ

る文化的ノイズに関する一考察一日本における中

国語教育の場合」 (陳仲奇)などのようなミクロ論

のものもある。その一部を読んでみると,異文化

コミュニケーション理論を十分に生かした論考で

は必ずしもなく,日中コミュニケーション研究と

異文化コミュニケーション研究との融合が問題と

して残されているが,その研究の進展が期待され

る。

以上で述べた著書や学術論文などの研究成果に

並んで,異文化コミュニケーション研究の新展開

としてもう1つ言及すべきことは,「多文化関係学

会」 (Japan Society for Multicultural Relations)の発

足である　2002年に発足したこの学会は, 「国際関

係論が,政治・外交など国家間の権力関係を研究

の中心に置いているのと比べ,多文化関係学は個

人レベルから組織・社会・国家レベルに至るまで

の諸問題を文化性,関係性および超頚城性という

視点を軸にアプローチするものである。より具体

的には,日本と世界の諸地域との関係,特に,こ

れまで研究の蓄積の少ないアジア太平洋地域との

比較文化研究や日本国内の多文化についての研究

を重視し,日本人の異文化接触をめぐる諸問題を

言語,コミュニケーション,心理,教育,ビジネ

ス,環境,交流史などを切り口として,多面的に

アプローチする.このような研究はこれまでの学

問体系を横断的に切り開くものであり,新しいパ

ラダイムの転換をも視野に入れたものである。」と

述べているように,国際コミュニケーションと一

線を画した異文化コミュニケーションに主眼をお

いて,研究活動を進めようとする。その学術集会

は全国大会と地区研究会の2つがあり, 2004年に

当該学会の学会誌r多文化関係学』 (Multicultural

Relations)の創刊号が刊行された。

新しい学会の発足と共に,もう1つ新しい動き

として注目すべきは,大学院における異文化コ

ミュニケーション教育の充実である. 2002年に

立教大学に日本初の「大学院異文化コミュニ

ケーション研究科(Graduate School of IntercultWal

Communication)」が開設された。 「異文化コミュニ
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ケ-ション」, 「環境コミュニケーション」で成り

立っている「異文化コミュニケーション研究額

域」と, 「通訳翻訳」, 「言語コミュニケーション教

育」で成り立っている「言語コミュニケーション

研究領域」の2つの研究頚城より「異文化コミュ

ニケーション専攻」を構成しているが, 「環境コ

ミュニケーション」を1つのカテゴリーとして立

てるのが新鮮である。ところが,その授業科目を

みると,言語コミュニケーションに関わるものが

多く,「異文化コミュニケーションという視点から

言語教育,通訳翻訳,多文化社会,環境を考える」

という当該研究科のキャッチフレーズのごとく,

異文化コミュニケーション研究の理論構築より

も,相変わらず言語コミュニケーションとりわけ

英語コミュニケーションの実践を重視する姿勢を

覗かせ,学際的異文化コミュニケーション研究の

場を提供するという印象がやや薄い。同研究科の

教育プログラム「持続可能な未来-のリサーチ

ワークショップー異文化コミュニケーション学構

築をめざして」が,平成17年度文部科学省「魅力

ある大学院教育」イニシアティブに採択された。

しかし,その審査の結果, 「異文化コミュニケー

ション学構築をめざす対象額域は非常に広く,リ

サーチ・ワークショップの位直づけを含めて教育

プログラムの編成内容がやや具体性に欠けている

ので,プログラムの具体化に向けた計画を早急に

立案すべきである」という評言が付いている(日

本学術振興会ホームページ).これは,日本におけ

る異文化コミュニケーション研究の学問的進展を

促すメッセージとしても読み取れよう。

以上21世紀初頭の新展開を見たが,異文化とは

何か,異文化コミュニケーションとは何か,新た

に問い直す書物が出て来た.細谷編『異文化コ

ミュニケーションを学ぶ人のために』である。こ

れは,世界思想社から刊行される,関西地区を根

拠地とした研究者によるシリーズ「学ぶ人のため

に」に収めた一冊である。 「異文化コミュニケー

ションの主体は,多様な民族・宗教を内に含むと

ころのF言語社会』である。言語社会とは,人間

が言語を粋として一定の文化的枠組みをなし,共

通の価値観をもった共同体を形成している,その

共同体のことである。 (中略)本書は,多様な異文

化接触の具体的・個別的事例を探るとともに,そ

れらを比較しながら,外国語教育・研究の目的で

ある　r異文化インターフェイスする能力』の基盤

を平易に明らかにしたものである」と述べられる

とおり,編者が「異文化インターフェイス」を異

文化コミュニケーションの鍵となる概念として捉

え, 「異文化インターフェイスする能力」の向上が

異文化コミュニケーションの要とみている(「あ

とがき」)。しかし, 「異文化コミュニケーション

とは,われわれの日常を相対化し,異なった価値

観を発見していく作業であり,言葉は道具にすぎ

ない。問題意識のある非言語観察は,問題意識の

ない言語コミュニケーションに勝るのである」 (秦

莱, p.207)に見るように,言語中心志向の異文化

コミュニケーション研究-の反動,反発も見られ,

新たに異文化コミュニケーションとは何か,とい

う根本的な問いを投げかけている。一方,異文化

の存在すら否定してしまうような言説が混じって

いる。個別文化の非永続性√非均質性や文化の類

似性などにより,異文化は「幻想としての異文化」

に過ぎず,異文化コミュニケーションも「大勢の

FA文化』をいかに異質な印象を与える人びとに

伝達し, rA文化』に順応させるかがr異文化コ

ミュニケーション』である。」という,まったく逆

説的な意見がある(奥西, p.208)c　いずれにして

も, 16名の研究者によるチームワークとしての本

書は,半数以上は外国語教育研究者であり,異文

化コミュニケーション理論との関連付けが薄く,

依然として,言語・外国語中心志向と言わざるを

得ない.そして,同シリーズによく見かける「文

献案内」, 「文献解説」も「人名索引」, 「事項索引」

も付していない10)これは,当該チームワークの

研究の限界を意味するものではないとしても,輿

文化コミュニケーション研究に対する理解の相違

と限界として受け止められよう。

6.まとめ

以上,導入期,模索期,発展期,新展開という

4つの時期に分けて,日本における異文化コミュ

ニケーション研究の流れを追ってみた。それぞれ

10)同シリーズのr言語学を学ぶ人のために」 (西田龍雄
編, 1986)を見ると,人名索引や事項索引はもちろんの

こと,パウルからチョムスキーまでの古典についての

「文献解説」が付している。これは異文化コミュニケー
ション研究に比べ,言語研究のほうが学問として成熟し

ていることを示唆すると言ってよかろう。
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の時期の研究成果や特色を捉えてみたが,様々な

問題を抱えた日本の異文化コミュニケーションの

研究は必ずしも成熟した研究体系をなしていない

という結論である。その問題点は以下の4点に集

約することができよう。

1.関連する書物には共著,共編著の類が多

く,チームワークによる研究成果が中心であ

る。単著で広く使われる汎用性の高い概説書

は稀である。これは異文化コミュニケーショ

ン研究の多面性,学際性を意味する一方,学

問領域として確固たる地位が得られていない

ことをも意味すると解してよかろう。

2.アジアなどの広域文化に目を向けた研究も

徐々に成果をあげているが,依然として理論

的・方法論的にアメリカ流に偏向し,異文化

の対象も欧米文化に偏重しがちである。

3.語学,外国語の教育者,研究者またはその

経験者が研究の主担当者になっており,言語

コミュニケーションとりわけ英語コミュニ

ケーションの媒介分析と国際ビジネスコミュ

ニケーションという特定のコンテキスト分析

に偏っている。文化研究をはじめ,心理学,

人類学,社会学,経営学,情報学などの知見

を取り入れた多元的研究手法が不可欠であ

る。

4.私立大学在籍の日本人研究者・教育者が異

文化コミュニケーション研究の主力となって

おり,アカデミズムに傾く国立大学教員や外

国人研究者の参加が少ない。特に,所謂旧帝

国大学の7大学と大学院部局化された5つの

国立大学における異文化コミュニケーション

の教育と研究に携わっている研究者は僅かで

ある。学際的,総合的な異文化コミュニケー

ション研究であるだけに,多分野の研究者の

参加が得られた,より多面的研究が期待され

る。

ところで, 2000年に刊行された,日本最大の国

語辞書r国語大辞典』 (小学館)第二版には, r異

文化」も「異文化コミュニケーション」も登録さ

れていないo F日本十進分類法新訂9版』 (日本図

書館協会, 2003年)にも, 「異文化コミュニケー

ション」の項目が設けられず,関連する文献は社

会科学として, 「社会」の中の「社会学」の下に

「コミュニケーション,マスコミュニケーション

理論」の一類として収めている。そして,文部科

学省や日本学術振興会などの科学研究費申請の分

野や細目にも「異文化コミュニケーション」とい

うカテゴリーは存在しない。国家レベルの研究プ

ロジェクトとして, 2002年から選考が始まった

「21世紀COEプログラム」を調べてみると,過去

4年間採択された170件の中にも,異文化コミュ

ニケーションや異文化またはコミュニケーション

の名を冠したものは皆無である。未だに異文化コ

ミュニケーション研究-の認知度が低く,確固た

る研究憤域としての地位は得られていないといえ

よう。体系的,網羅的なr異文化コミュニケー

ション研究の事典』の編纂を含め,異文化,異文

化コミュニケーションの中味を再検討しながら,

異文化コミュニケーション研究の新たな問題提起

及び理論的枠組みの再構築,方法論の確立が待た

れ,異文化コミュニケーション研究がアカデミッ

ク的市民権を得るには,当分の間まだ時間がかか

りそうである。多文化を射程に入れた多元的な異

文化コミュニケーション研究の確立はこれからで

ある。
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